
令和６年度 社会科 授業改善推進プラン 

大田区立出雲中学校 

１ 昨年度の授業改善推進プランの検証 

（１） 成果 

 ・ ICTを適宜活用し、視覚的な資料の読み取り、生徒同士の学びあいを行うことができた。 

・ 毎時の授業冒頭や、適切な場面で既習事項の確認テスト等を行い、基礎・基本の定着を

図ることができた。 

（２） 課題 

 ・ 引き続き、ICTを適宜適切な場面で活用し、視覚的に把握する学習や資料活用、思考力

を高める取り組みをより一層充実させていく必要がある。 

・ 定期的に既習事項の確認テスト等を行い、基礎・基本の定着を図るとともに、資料の読

み取りや考えをまとめる時間を確保する。 

・ 生徒同士が伝え合い、学びあう場面をより設定する。 

 

２ 大田区学習効果測定の結果分析 

（１） 達成率（経年比較） 

 令和６年度結果 令和５年度結果 令和４年度結果 

第１学年 

目標値をやや下回って

いる。歴史的分野では、

現代の方が正答率が低

かった。 

  

第２学年 

歴史的分野は目標値を

上回っている。 

地理的分野や、複数の資

料を読み取って判断す

る問いで正答率が低く、

課題がある。 

地理的分野では、「我が

国の農林水産業」が目標

値を下回った。歴史的分

野では、古代に遡るほど 

正答率が低かった。 

 

第３学年 

地理的分野では「日本の

諸地域」が目標値を下回

り、歴史的分野では「江

戸時代」が目標値を下回

った。「明治時代」につ

いては区平均を上回っ

た。 

地理的分野では「世界の

諸地域」の南米・豪州な

どが目標値を下回り、歴

史的分野では弥生時代

に関する問いで正答率

が低い。 

地理的分野では「世界の

諸地域」の南米・豪州な

どが目標値を下回り、歴

史的分野では弥生時代

に関する問いで正答率

が低い。 

 

（２） 分析（観点別） 

 ① 第１学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

政治的分野の正答率が低か

った。 

歴史的分野では、古代の歴史

について目標値を上回って

いた。 

複数の資料から考察するこ

とが課題だと考えられる。 

複数の出来事を整理し、流れ

をつかむことも今後の課題

である。 

読み取りは概ねできている

が、そこから何が分かるかを

適切に書くことが課題だと

考えられる。 



② 第２学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

基本的な語句の理解がやや

目標値を下回っている。 

歴史的分野の理解はある程

度定着していると考えられ

る。 

概ね目標値を超える、または

目標値に迫っていた。特に、

複数の資料から考察するこ

とが課題だと考えられる。 

記述問題における無回答の

割合も一定程度見られたた

め、得た知識や読み取れるこ

とを出力することが課題で

ある。 

 

③ 第３学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

日本の諸地域に関する正答

率が低く、出来事だけでな

く、社会の変化などの知識を

身につけることが課題であ

る。 

地理の資料の読み取りおよ

び、地理の記述式が目標値に

達しておらず、地理の読解・

表現力の向上が課題である。 

言葉の特徴や使い方に関す

る事項が目標値を大きく下

回っており、社会的事象につ

いて調べたり、表現したりす

る力の向上が課題である。 

 

３ 授業改善のポイント（観点別） 

（１）第１学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

基礎的事項を自ら調べ、まと

める活動を通しながら、知識

を分類・整理していく力を高

めていく。 

地図・グラフ資料の問題演習

をスモールステップで重ね

ていくことで、判断するポイ

ントを身につけていく。 

チャレンジ問題として「なぜ

○○？」という問いに考える

ことを通して、課題を読み取

り向き合う習慣をつける。 

 

（２）第２学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

語句単品ではなく、知識のつ

ながりの中で単語を押さえ

られるようにする。 

資料の読み取りを継続して

行う。 

複数の資料を読み取って解

答する機会を設け、考えたこ

とを表現する力を身につけ

させる。 

広く社会的事象に目を向け

る機会を設定したり、生徒同

士が伝え合う機会を設定す

るなどする。 

 

（３）第３学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

社会的事象を多面的・多角的

に分析する力を醸成するた

めに、複数の資料を効果的に

活用し、その意味や働き等に

ついて深く理解することが

できるよう、思考ツールや

ICT を使って整理・分析しや

すくする。 

社会的事象を多面的・多角的

に分析する力を醸成するた

めに、複数の資料を効果的に

活用しながら、事実や根拠を

基に、他者と交流したり、表

現したりする機会を意図的

に設定する。 

 

社会的事象を多面的・多角的

に分析する力を醸成するた

めに、学習課題を追究するた

めの視点を明確化し、複数の

資料や他者と交流すること

で、主体的に学習に取り組む

ことができるように授業を

コーディネートする。 

 


